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医
療
法
人
社
団
ユ
ス
タ
ヴ
ィ
ア
　
理
事
長

多
摩
セ
ン
タ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い

宮
川
　
髙
一

東
京
都
糖
尿
病
協
会
は
患
者
さ
ん
と

医
療
従
事
者
が
一
緒
に
な
っ
て
色
々

な
行
事
を
長
年
行
っ
て
き
た
。
し
か

し
、
2
0
2
0
年
1
月
か
ら
の
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
会
合

を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
確

か
に
糖
尿
病
患
者
さ
ん
は
感
染
に
弱
い

の
で
、
会
合
を
開
い
て
感
染
拡
大
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
た
め
当
然
で
あ
っ
た
と

巻頭言

思
う
。
コ
ロ
ナ
感
染
が
下
火
に
な
っ
た

2
0
2
2
年
秋
か
ら
少
し
ず
つ
開
催

が
増
え
、
2
0
2
3
年
冬
か
ら
は
ほ
ぼ

元
通
り
の
開
催
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
W
E
B

で
の
講
演
会
や
会
議
が
日
常
的
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き

な
進
歩
だ
と
思
う
。
私
に
と
っ
て
コ

ロ
ナ
禍
前
で
は
、
W
E
B
で
の
会
議

や
講
演
の
経
験
は
1
回
の
み
で
あ
っ

た
。
2
0
1
6
年
3
月
、
広
島
で
の
講

演
会
の
際
に
、
広
島
行
き
の
飛
行
機
が

霧
で
欠
航
、
岩
国
行
き
に
振
り
替
え
た

も
の
の
、
こ
の
飛
行
機
も
遅
れ
、
岩
国

空
港
に
到
着
し
た
の
が
、
広
島
市
内
で

の
講
演
会
開
始
時
間
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
際
に
随
伴
し
て
い
た
製
薬
会

社
の
人
が
機
転
を
利
か
し
、
画
像
を
製

薬
会
社
の
社
内
シ
ス
テ
ム
で
送
り
、
音

声
を
携
帯
電
話
で
結
ん
で
く
れ
て
、
無

事
講
演
会
を
タ
ク
シ
ー
の
中
か
ら
行
う

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
際
に
は
こ
ん
な

こ
と
が
で
き
る
ん
だ
、
と
驚
愕
し
た
。 

こ
れ
以
外
で
は
、
私
も
海
外
の
友
人
と

話
す
の
に
（
国
際
電
話
は
料
金
が
高
い

が
W
E
B
は
無
料
）
2
0
1
0
年
に

1
回
だ
け
S
k
y
p
e
を
使
用
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
間
、W
E
B
で
の
講
演
、

会
議
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
ス
ペ
イ
ン
バ
ル
セ
ロ
ナ
か
ら
日
本

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
を
結
ん
で

行
っ
た
国
際
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
コ
ロ

ナ
禍
で
W
E
B
に
変
更
）
で
さ
え
も
、

当
院
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
参
加
し
て
討
議

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
最
初
は
無
理

か
な
、
と
思
っ
て
い
た
患
者
さ
ん
と
の

会
で
も
、
ま
ず
1
型
糖
尿
病
の
会
か
ら

W
E
B
と
し
、
さ
ら
に
は
高
齢
者
も
含

め
た
2
型
糖
尿
病
の
会
で
も
W
E
B

を
普
通
に
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。
隔
世

の
感
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
が
下
火
に
な
っ
た
頃
、

2
0
2
2
年
12
月
に
久
し
ぶ
り
に
地

域
の
医
師
向
け
の
講
演
会
を
ホ
テ
ル
で

開
催
し
た
ら
、
例
年
25
名
く
ら
い
の
参

加
が
70
名
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。
情
報

交
換
会
も
久
し
ぶ
り
に
行
っ
た
ら
、
ほ

と
ん
ど
の
方
が
お
開
き
の
時
間
ま
で

残
っ
て
下
さ
っ
た
。
F
a
c
e
－
t
o

－
f
a
c
e
に
皆
飢
え
て
い
た
の
だ

な
、
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

W
E
B
の
ほ
う
が
自
宅
や
職
場
か

ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
利
便
性
が
あ
り
、

現
地
開
催
よ
り
2
〜
2
・
5
倍
の
参
加

を
見
込
め
る
。
一
方
現
地
開
催
は
や
は

り
F
a
c
e
－
t
o
－
f
a
c
e
で

気
楽
に
質
問
し
た
り
、
発
言
も
で
き
る
。

コ
ロ
ナ
禍
後
の
糖
尿
病
協
会
の
事
業

の
多
く
は
、 

W
E
B
参
加
も
可
能
な
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
と
な
っ
た
。
現
地
と

W
E
B
、
両
方
を
生
か
し
て
会
合
と
参

加
者
の
増
加
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

コ
ロ
ナ
渦
で
W
E
B
開
催
が

増
え
た
こ
と
は
大
き
な
進

歩
だ
と
思
う
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日
本
に
お
け
る
2
型
糖
尿
病
合
併
慢
性
腎

臓
病
の
現
状

日
本
腎
臓
学
会
の
『
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く

Ｃ
Ｋ
Ｄ
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
２
３
』
お
よ

び
『
Ｃ
Ｋ
Ｄ
診
療
ガ
イ
ド
２
０
２
４
』
に
よ

る
と
、
慢
性
腎
臓
病
（Chronic Kidney 

Disease: CKD

、
以
下
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
の
患
者
は
約

２
０
０
０
万
人
と
推
定
さ
れ
、
成
人
の
5
人
に

1
人
が
該
当
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
「
新
た
な
国
民
病
」
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和
4
年
度
の
国
民
健
康
・
栄
養

調
査
に
よ
れ
ば
、
成
人
男
性
の
18
・
1
％
、
女

性
の
9
・
1
％
が
糖
尿
病
を
有
し
、
そ
の
多
く

は
2
型
糖
尿
病
で
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
現
在

約
1
1
0
0
万
人
の
2
型
糖
尿
病
患
者
が
い

る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
男
性
の
約

3
割
、
女
性
の
2
割
以
上
が
高
血
圧
を
有
し
、

脂
質
異
常
症
は
男
性
の
13
％
以
上
、
女
性
の
約

25
％
で
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
肥
満
症
も
男
性

で
3
割
以
上
、
女
性
で
2
割
以
上
と
、
い
ず
れ

も
緩
や
か
な
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
脂
質
異

常
症
、
肥
満
と
いっ
た
C
K
D
の
リ
ス
ク
因
子

と
な
る
疾
患
の
増
加
に
伴
い
、
今
後
C
K
D

患
者
数
は
さ
ら
に
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
国
内
外
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
2
型
糖
尿

病
患
者
の
40
～
50
％
、
つ
ま
り
単
純
計
算
で
約

5
0
0
万
〜
6
0
0
万
人
が
糖
尿
病
合
併

慢
性
腎
臓
病
を
有
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

腎
臓
病
の
検
査

腎
臓
病
を
診
断
す
る
指
標
の
一
つ
が

e
G
F
R
（
推
算
糸
球
体
濾
過
量
）
で
す
。

こ
の
数
値
の
単
位
は
難
し
い
で
す
が
、
残
存
す

る
腎
機
能
を
「
あ
と
何
パ
ー
セ
ン
ト
残
っ
て
い
る

か
」
と
考
え
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
健
康
な

20
〜
30
代
で
は
90 

mL
／
min
／
1
・
73
㎡
程
度

で
あ
り
、
加
齢
で
徐
々
に
低
下
は
す
る
も
の
の
、

通
常
は
80
歳
頃
ま
で
腎
機
能
が
維
持
で
き
る
よ

う
に
体
は
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
糖
尿
病
や
生
活
習
慣
病
、
腎
炎

な
ど
を
発
症
す
る
と
、
こ
の
低
下
速
度
が
速
ま

り
ま
す
。
特
に
糖
尿
病
を
有
し
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿

や
タ
ン
パ
ク
尿
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
腎
機
能

の
低
下
速
度
は
年
間
平
均
6 

mL
／
min
／
1
・

73
㎡
／
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
e
G
F
R
が

15 

mL
／
min
／
1
・
73
㎡
程
度
に
な
る
と
、
医

師
か
ら
「
透
析
の
準
備
を
」
と
いっ
た
説
明
を

受
け
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は

e
G
F
R
が
15
を
下
回
る
と
す
ぐ
に
透
析
や

腎
移
植
を
行
う
ケ
ー
ス
が
多
い一方
で
、
日
本
で

は
e
G
F
R
が
5
を
切
る
く
ら
い
で
透
析
を

始
め
る
人
が
多
い
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

も
う
一つ
の
指
標
が
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
（
A
C
R 

：
尿
中
ア
ル
ブ
ミ
ン
・
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
比
）
で
す
。

健
康
な
人
で
も
ご
く
わ
ず
か
に
ア
ル
ブ
ミ
ン
が
尿

中
に
排
泄
さ
れ
ま
す
が
、
腎
臓
に
障
害
が
あ
る

と
大
量
に
排
泄
さ
れ
ま
す
。
A
C
R
の
基
準

は
以
下
の
と
お
り
で
す
：
30 
mg
／g
未
満
は「
正

常
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
」、
30
～
3
0
0 

mg
／
g
は
、

「
微
量
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
」、
3
0
0 

mg
／
g
以
上

は
「
顕
性
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
」
で
す
。
ア
ル
ブ
ミ
ン

尿
は
、
腎
障
害
の
指
標
と
な
り
ま
す
の
で
、
も

し
A
C
R
が
測
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、「
私

の
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
」
と

主
治
医
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ア
ル
ブ
ミ
ン
が
増
え
る
原
因
と
し
て
、
腎
臓
が

正
常
な
働
き
を
失
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

通
常
、
輸
入
細
動
脈
の
開
閉
に
よ
り
糸
球
体
の

内
圧
を
調
節
し
ま
す
が
、
動
脈
硬
化
や
硝
子

化
が
進
む
と
こ
の
調
節
機
能
が
低
下
し
、
糸
球

体
の
圧
が
高
く
な
り
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
が
出
や
す

く
な
り
ま
す
。

腎
機
能
が
低
下
し
た
り
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
が
出

た
り
す
る
と
、
透
析
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
だ

け
で
な
く
、
心
血
管
系
疾
患
や
死
亡
の
リ
ス
ク

も
高
ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
e
G
F
R
あ

る
い
は
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
レ
ベ
ル
を
把
握
す
る
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
す
。

昨
年
、
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
『Kidney 

International Reports

』
誌
に
、
血
液
透
析

に
至
る
患
者
の
経
過
に
関
す
る
臨
床
研
究
を
報

告
し
ま
し
た
。
こ
の
研
究
で
は
、
Ａ
Ｃ
Ｒ
と
年

間
の
腎
機
能
低
下
速
度
が
密
接
に
関
連
し
、
Ａ

Ｃ
Ｒ
が
３
０
０ 

mg
／ｇ
を
超
え
る
と
年
間
の
腎

機
能
低
下
速
度
が
一
気
に
速
ま
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
で
透
析
の
リ
ス
ク
を
低
減
で
き
る
こ

と
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
か
ら
も
報
告
さ
れ
て

第 21 回糖尿病市民セミナー東京
テーマ

腎臓を守るために：
検査・予防・治療法を知ろう

虎の門病院　腎センター内科　医長

山内　真之 先生

2024 年 11 月 10 日（日）
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い
ま
す
。

2
型
糖
尿
病
合
併
慢
性
腎
臓
病
の

予
防
と
治
療

ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
を
減
少
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、

ま
ず
予
防
と
し
て
の
血
糖
管
理
、
血
圧
管
理
、

脂
質
管
理
が
重
要
で
す
。
推
奨
さ
れ
る
目
標

値
は
、
血
糖
管
理
で
は
H
b
A
1
c
を
7
%

未
満
、
血
圧
管
理
で
は
1
3
0
／
80
㎜
Hg
未

満
、
脂
質
管
理
で
は
L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル 

1
0
0 

mg
／
dL
未
満
で
す
。
こ
れ
ら
の
目
標
値

を
達
成
す
る
こ
と
で
、
腎
症
の
進
行
を
抑
え
ら

れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

R
A
S
阻
害
薬
の
役
割
と
限
界

R
A
S
（
レ
ニ
ン
・
ア
ン
ギ
オ
テ
ン
シ
ン
系
）

阻
害
薬
は
降
圧
薬
で
あ
り
、
2
0
0
1
年
に

透
析
や
死
亡
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
る
効
果
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
薬
剤
は
血
圧
を
下
げ
る

だ
け
で
な
く
、
腎
臓
や
心
臓
を
保
護
す
る
作

用
が
あ
る
と
さ
れ
、
画
期
的
な
治
療
法
と
し
て

注
目
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
R
A
S 

阻
害

薬
を
使
用
し
て
も
、
透
析
や
死
亡
イ
ベ
ン
ト
が

発
生
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
。

そ
の
原
因
と
し
て
、
糖
尿
病
合
併
慢
性
腎
臓

病
が
多
様
な
経
路
を
通
じ
て
進
行
す
る
た
め
、

R
A
S
阻
害
薬
単
独
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

他
の
治
療
薬
と
の
組
み
合
わ
せ
が
必
要
と
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
治
療
薬
の
登
場

2
0
1
5
年
以
降
、
以
下
の
治
療
薬
が
登

場
し
、
心
臓
や
腎
臓
の
イ
ベ
ン
ト
抑
制
効
果
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
．
S
G
L
T
2
阻
害
薬

腎
機
能
に
か
か
わ
ら
ず
、
心
臓
お
よ
び
腎
臓

の
イ
ベン
ト
を
予
防
す
る
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

2
．
非
ス
テ
ロ
イ
ド
型
M
R
拮
抗
薬

ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
を
40
％
減
少
さ
せ
る
効
果
が

あ
り
、
S
G
L
T
2
阻
害
薬
と
の
併
用
で
も

高
い
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

3
．
G
L
P
─
1
受
容
体
作
動
薬

2
0
2
4
年
の
F
L
O
W
試
験
で
、
腎
機

能
低
下
速
度
を
緩
や
か
に
す
る
効
果
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

治
療
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
進
歩

加
齢
に
よ
る
腎
機
能
低
下
速
度
（
年
間

e
G
F
R
低
下
速
度
）
は
0
・
5
〜
1
・
0 

mL
／
min
／
1
・
73
㎡
／
年
で
す
が
、
ア
ル
ブ
ミ
ン

尿
を
伴
う
糖
尿
病
合
併
慢
性
腎
臓
病
で
は
年

間
6 

mL
／
min
／
1
・
73
㎡
／
年
に
達
し
ま
す
。

以
下
の
治
療
薬
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
腎
機

能
低
下
速
度
を
大
幅
に
抑
制
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
R
A
S
阻
害
薬
を
投
与
す
る
と
、

年
間
の
e
G
F
R
低
下
速
度
を
5 

mL
／
min

／
1
・
73
㎡
／
年
に
抑
え
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
S
G
L
T
2
阻
害
薬
を
併
用
す
る
と
3 

mL
／
min
／
1
・
73
㎡
／
年
に
、
非
ス
テ
ロ
イ
ド

型
M
R
拮
抗
薬
を
併
用
す
る
と
2 

mL
／
min

／
1
・
73
㎡
／
年
に
、
さ
ら
に
G
L
P
─
1
受

容
体
作
動
薬
を
併
用
す
る
と
1
・
5 

mL
／
min

／
1
・
73
㎡
／
年
程
度
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
と
め

現
在
の
糖
尿
病
合
併
慢
性
腎
臓
病
の
治
療

は
、
血
糖
・
血
圧
・
脂
質
管
理
に
加
え
、
心

臓
や
腎
臓
を
守
る
こ
と
を
目
指
す
治
療
戦
略

標
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
心
臓
お
よ
び
腎
臓
を

守
る
4
つ
の
治
療
薬
に
は
、
R
A
S
阻
害
薬
、

S
G
L
T
2
阻
害
薬
、
非
ス
テ
ロ
イ
ド
型
M
R

拮
抗
薬
、
G
L
P
─
1
受
容
体
作
動
薬
が
あ

り
、こ
れ
ら
の
治
療
薬
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
を
減
少
さ
せ
、
腎
機
能
低
下
を

抑
制
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

Q
　
1
型
糖
尿
病
で
も
R
A
S
阻
害
薬

　
等
の
薬
は
有
効
で
す
か

A
　
非
ス
テ
ロ
イ
ド
型
M
R
拮
抗
薬
、　

　

G
L
P
─
1
受
容
体
作
動
薬
に
関
し

て
は
、ま
だ
適
応
症
と
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

残
念
な
が
ら
使
え
な
い
で
す
が
、
1
型
糖
尿
病

の
方
で
も
R
A
S
阻
害
薬
自
体
は
使
え
ま
す
。

S
G
L
T
2
阻
害
薬
も
禁
忌
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
腎
イ
ベン
ト
、
心
イ
ベン
ト
を
防
ぐ
効
果
が

証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
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脂
肪
肝
に
つ
い
て

脂
肪
肝
の
主
要
な
原
因
は
ア
ル
コ
ー
ル
や
過

食
に
よ
る
も
の
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
栄
養
は

な
い
の
で
す
が
カ
ロ
リ
ー
が
高
く
飲
み
す
ぎ
る
と

脂
肪
肝
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
飲
み
過
ぎ
る
と

ア
ル
コ
ー
ル
性
の
脂
肪
肝
に
な
り
、
肝
線
維
症
、

肝
硬
変
、
肝
臓
癌
と
い
う
リ
ス
ク
に
進
み
ま
す

し
、
お
酒
を
飲
ま
な
く
て
も
食
べ
過
ぎ
、
運
動

不
足
で
非
常
に
太
っ
て
い
る
方
は
、
非
ア
ル
コ
ー

ル
性
の
脂
肪
性
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
、
肝
癌
と
進

む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
か
が
脂
肪
肝
と
いっ

て
も
あ
な
ど
り
難
し
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
研
究
結
果
で
す
が
、
脂
肪
肝

の
方
は
健
常
者
と
比
べ
て
死
亡
リ
ス
ク
が
高
ま

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
肝
硬
変
に
な

り
ま
す
と
、
さ
ら
に
死
亡
率
が
上
が
り
ま
す
の

で
、
い
か
に
脂
肪
肝
を
予
防
し
て
い
く
か
が
非

常
に
重
要
で
す
。
ま
た
、
肥
満
度
（
B
M
I
）

25
以
上
の
方
、
A
L
T 
や
中
性
脂
肪
の
値
が

高
く
、
近
年
急
激
に
体
重
が
増
え
た
方
、
糖

尿
病
、
甘
い
も
の
に
目
が
な
い
、
毎
日
飲
酒
し
て

い
る
、
閉
経
し
て
い
る
、
週
1
回
運
動
す
る
習

慣
が
な
い
、
忙
し
く
て
十
分
に
睡
眠
が
取
れ
な

い
…
。
こ
れ
ら
に
複
数
箇
所
当
て
は
ま
る
方
は

か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
て
、
検
査
し
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
で
す
。

脂
肪
肝
の
呼
称
変
更
と
新
分
類

最
近
は
欧
米
の
学
会
を
中
心
に
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ

Ｄ
（
ナ
ッ
フ
ル
デ
ィ
：
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性

肝
疾
患
）
は
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｌ
Ｄ
（
マ
ス
ル
デ
ィ
：
代

謝
機
能
障
害
関
連
脂
肪
性
肝
疾
患
）、
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｈ
（
ナ
ッ
シ
ュ
：
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝

炎
）
は
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
（
マ
ッ
シ
ュ
：
代
謝
機
能
障

害
関
連
脂
肪
肝
炎
）
に
呼
称
変
更
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
肥
満
者
や
ア
ル

コ
ー
ル
多
飲
者
へ
の
偏
見
が
少
な
く
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
病
因
の
本
質
で
あ
る

代
謝
異
常
が
よ
り
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
さ
て

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｌ
Ｄ
／
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
診
断
は
、
厳
格
に
は

肝
生
検
と
いっ
て
、
細
い
針
で
超
音
波
画
像
を

見
な
が
ら
肝
臓
に
刺
し
て
組
織
を
採
取
し
、
そ

の
中
に
あ
る
重
要
な
情
報
を
検
査
す
る
こ
と
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｌ
Ｄ
／
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ

以
外
に
他
の
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ

れ
る
場
合
と
、
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｌ
Ｄ
／
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
中
で

も
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
肝
硬
変
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
強
く
疑
わ
れ
た
場
合
に
、

患
者
さ
ん
に
ご
説
明
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ａ

Ｓ
Ｌ
Ｄ
／
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
中
で
も
肝
臓
の
線
維
化

が
進
ん
で
い
る
人
を
、
適
切
に
拾
い
上
げ
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

方
は
肝
疾
患
に
よ
る
死
亡
リ
ス
ク
が
高
い
た
め

で
す
。
た
だ
、
む
や
み
に
生
検
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
最
近
はFIB

─4index

と
い
う
、
肝
臓

の
線
維
化
が
高
い
方
を
み
つ
け
る
ス
コ
ア
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
い
ま
す
。
必
要
な
数
値
は
、

年
齢
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
Ａ
Ｓ
Ｔ
、
血
小
板
で
、
こ
れ
ら

は
健
診
で
必
ず
測
定
す
る
項
目
で
す
の
で
ご
自

身
で
計
算
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
現
在
自
動

で
計
算
し
て
く
れ
る
ア
プ
リ
も
あ
り
ま
す
。
ぜ

第 21 回糖尿病市民セミナー東京
テーマ

「脂肪肝に関する最近の話題」
東京医科大学　消化器内科学分野　准教授

杉本　勝俊 先生

2024 年 11 月 10 日（日）

願いをこめた新薬を、
世界のあなたに届けたい。
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ひ
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。FIB

─

4index
が
1
・
3
を
超
え
る
方
は
、
線
維
化

が
進
ん
だ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｌ
Ｄ
／
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
ま
ず
は
近
医
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
1
・
3
を
超
え
る
方

す
べ
て
が
肝
線
維
化
が
進
行
し
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
か
に
、「
エ
ラ
ス
ト
グ

ラ
フ
ィ
」
と
い
う
組
織
の
硬
さ
を
画
像
的
に
評

価
す
る
も
の
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は

「
Ｍ
Ｒ
エ
ラ
ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
」
と
い
う
も
の
も
あ

り
ま
す
。FIB

─4index

が
高
い
方
に
は
こ
れ

ら
の
検
査
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

M
A
S
L
D
／
M
A
S
H
の
治
療

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｌ
Ｄ
／
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
治
療
は
特
効
薬
が

な
い
の
で
、
基
本
的
に
は
食
事
・
運
動
療
法
が一

番
重
要
に
な
り
ま
す
。
体
重
の
7
％
以
上
減
ら

す
と
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｌ
Ｄ
／
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
が
改
善
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
食
事
が
い
い
の
か

と
い
う
と
、
炭
水
化
物
も
し
く
は
脂
質
が
制
限

さ
れ
た
低
カ
ロ
リ
ー
食
で
す
。
炭
水
化
物
ダ
イ

エッ
ト
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
短
期
的
に
は
体

重
減
少
効
果
が
あ
っ
て
も
行
き
過
ぎ
る
と
逆
に

リ
バ
ウ
ン
ド
し
て
し
ま
う
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く

炭
水
化
物
、
脂
質
を
制
限
し
た
食
事
が
よ
い
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
運
動
療
法
と
し
て
は
、

週
3
～
4
回
、
30
分
～
1
時
間
程
度
の
有
酸

素
運
動
を
継
続
し
て
や
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

あ
と
は
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
で
す
。
体
重
を
減

少
さ
せ
る
効
果
は
な
い
で
す
が
、
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｌ
Ｄ
／

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
を
良
く
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
と
も
継
続
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
近
年
、
日
本
肝
臓
学
会
に
お
い
て
も
運
動

療
法
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
て
お
り
、
肝
臓

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
と
い
う
も
の
を
推
奨
し
て
い

ま
す
の
で
、
肝
臓
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

こ
こ
ま
で
肝
臓
を
中
心
に
述
べ
て
き
ま
し
た

が
、
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｌ
Ｄ
／
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
死
亡
原
因
に
関

し
て一
番
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
が
、
心

筋
梗
塞
・
脳
梗
塞
な
ど
の
心
血
管
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
を
Ｇ
Ｌ
Ｐ
─
1
受
容
体
作

動
薬
は
低
減
さ
せ
る
研
究
結
果
も
あ
り
、
糖
尿

病
合
併
の
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｌ
Ｄ
／
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
方
は
、
使

用
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｌ
Ｐ
─

1
受
容

体
作
動
薬
は
私
の
よ
う
な
糖
尿
病
を
専
門
に
し

て
い
な
い
医
師
で
も
処
方
で
き
ま
す
。
私
の
印

象
で
は
、
低
血
糖
な
ど
の
副
作
用
も
そ
れ
ほ
ど

な
く
、
デ
バ
イ
ス
も
使
い
易
く
高
齢
の
方
で
も

安
全
に
自
己
注
射
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

糖
尿
病
非
専
門
医
で
も
決
し
て
難
し
い
治
療
で

は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
糖
尿
病

に
合
併
し
た
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
患
者
に
対
し
て
Ｇ
Ｌ
Ｐ

─

1
受
容
体
作
動
薬
を
導
入
し
た
症
例
で
は
、

体
重
が
導
入
時
か
ら
減
り
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１ｃ
も
7
・

5
か
ら
6
以
下
ま
で
下
が
り
、
さ
ら
に
Ａ
Ｓ
Ｔ
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
、γ
─
Ｇ
Ｔ
Ｐ 

の
よ
う
な
肝
臓
の
数
値
も

FIB

─4index 

の
数
値
も
下
が
って
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
Ｇ
Ｌ
Ｐ
─
1
受
容
体
作
動
薬
が
Ｍ
Ａ

Ｓ
Ｌ
Ｄ
／
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
に
対
し
て
も
非
常
に
効
果

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
治
療
前
と

治
療
6
カ
月
後
に
Ｍ
Ｒ
エ
ラ
ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
を
撮

像
し
て
評
価
し
た
と
こ
ろ
肝
臓
の
炎
症
が
取
れ

て
軟
ら
か
く
な
り
ま
し
た
。
脂
肪
肝
の
程
度
も

25
％
か
ら
15
％
に
著
明
に
下
が
り
ま
し
た
。
画

像
を
患
者
さ
ん
に
見
せ
る
と
、
治
療
に
対
す
る

強
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、
さ
ら
に
治
療
効

果
が
上
が
る
と
いっ
た
相
乗
効
果
が
見
ら
れ
ま

す
。
現
在
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｌ
Ｄ
／
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
治
療
薬

は
本
邦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
様
々
な
治
療
薬

や
ア
プ
リ
を
用
い
た
治
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
こ
れ
ら
の
治
療
薬
（
ア
プ
リ
）
が

実
際
の
臨
床
現
場
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

ま
と
め

近
年
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
減
少
に
伴
っ

て
M
A
S
L
D
／
M
A
S
H
や
ア
ル
コ
ー

ル
性
肝
疾
患
か
ら
の
肝
硬
変
・
肝
癌
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
残
念
な
が
ら

M
A
S
L
D
／
M
A
S
H
に
対
す
る
有
効
な

薬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
糖
尿
病
の
治
療
薬
に
お

い
て
は
M
A
S
L
D
／
M
A
S
H
の
改
善
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
糖
尿
病
を
合

併
さ
れ
て
い
る
M
A
S
L
D
／
M
A
S
H
の

方
は
、
ぜ
ひ
担
当
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

東
京
医
大
病
院
を
含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
病
院

で
M
A
S
L
D
／
M
A
S
H
の
治
験
（
薬

剤
の
有
効
性
を
評
価
す
る
臨
床
試
験
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

Q 　
肝
臓
の
い
ろ
い
ろ
な
数
値
や
状
態

　
を
良
く
す
る
た
め
に
、
や
は
り
食

事
や
運
動
が
重
要
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
が
、
特
に
ど
う
い
っ
た
事
柄
を
心
掛
け
る
の

が
重
要
で
し
ょ
う
か
。

A
　
体
重
の
７
％
程
度
を
減
量
す
る
こ
と

　

が
推
奨
さ
れ
ま
す
。
こ
の
際
、
炭
水

化
物
と
脂
質
を
中
心
に
カ
ロ
リ
ー
を
抑
え
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
高
齢
の
脂
肪
肝
患
者

で
は
サ
ル
コ
ペニ
ア
（
筋
肉
量
の
減
少
）
が
多
い

た
め
、
タ
ン
パ
ク
質
を
き
ち
ん
と
摂
取
し
、
筋

肉
を
維
持
す
る
運
動
も
並
行
し
て
行
う
こ
と
が

重
要
で
す
。
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本
日
の
テ
ー
マ
は
「
糖
尿
病
と
睡
眠
」、
つ
ま

り
寝
る
こ
と
に
つい
て
お
話
し
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
な
か
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
睡

眠
を
管
理
・
評
価
す
る
ア
プ
リ
を
入
れ
て
い
る

方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
私
が
着
け
て
い

る
機
器
に
も
睡
眠
を
評
価
す
る
機
能
が
つ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
最
近
で
は
産
後
う
つ
予
防
の
意

味
で
母
子
の
管
理
に
睡
眠
の
状
態
が
重
要
と
い

う
こ
と
で
、
母
子
手
帳
に
も
睡
眠
の
質
を
評
価

す
る
項
目
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
睡
眠
は
子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど
の
世
代
に
お
い
て

も
健
康
の
増
進
・
維
持
に
関
し
て
不
可
欠
な
休

養
活
動
で
す
。
人
生
の
、
実
に
3
分
の
１
は
睡

眠
に
あ
て
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ヒ
ト

以
外
の
、
他
の
生
物
の
睡
眠
は
ど
の
よ
う
か
と

調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
一番
寝
て
い
る
の
は
ナ
マ
ケ

モ
ノ
と
コ
ア
ラ
で
す
。
24
時
間
中
20
時
間
は
寝

て
お
り
、
起
き
て
い
る
時
間
を
減
ら
す
こ
と
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
減
ら
す
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
わ
れ
わ
れ
人
間
に
近
い
動
物
で
は
チ
ン
パ

ン
ジ
ー
が
お
り
、
9
時
間
く
ら
い
、
ゴ
リ
ラ
は
12

時
間
程
度
、
睡
眠
に
時
間
を
あ
て
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
集
ま
って
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
で
、
平
均

9
時
間
か
ら
12
時
間
寝
て
い
る
方
が
い
る
か
と

い
う
と
な
か
な
か
難
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思

い
ま
す
。

実
は
ヒ
ト
は
霊
長
類
の
な
か
で
は
睡
眠
時
間

が
少
な
い
動
物
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
睡
眠

が
不
足
す
る
と
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
が
、
日

中
の
眠
気
を
起
こ
し
、
注
意
力
・
判
断
力
が
低

下
し
、
仕
事
や
家
事
の
効
率
が
落
ち
て
し
ま
い

ま
す
。
学
生
さ
ん
で
あ
れ
ば
勉
強
の
効
率
が
落

ち
て
成
績
が
下
が
る
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

つ
ま
り
、
寝
不
足
が
も
た
ら
す
社
会
的
な
損

失
は
15
兆
円
に
も
及
ぶ
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ち
ょっ
と
途
方
も
な
い
数
字
で
す
が
、
睡
眠
障
害

が
そ
も
そ
も
注
目
を
集
め
た
の
は
1
9
8
0 

年
代
で
す
。ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル〝
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
〟

の
爆
発
事
故
や
、
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
事
故

は
、
関
係
者
の
睡
眠
障
害
が
影
響
し
て
い
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
20
年
以
上
前
に

な
り
ま
す
が
、
山
陽
新
幹
線
の
運
転
手
の
居
眠

り
運
転
に
よ
っ
て
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
が
注

目
を
浴
び
ま
し
た
。

昨
年
、「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠
ガ
イ
ド

2
0
2
3
」（
厚
生
労
働
省
）
が
10
年
振
り
に

改
訂
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
外
来
で
患
者
さ
ん

に
「
何
時
間
ぐ
ら
い
寝
れ
ば
い
い
ん
で
す
か
？
」

と
質
問
さ
れ
て
も
な
か
な
か
明
確
に
お
答
え
す

る
研
究
結
果
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
明
確
に

答
え
が
出
ま
し
た
。

歴
史
上
の
偉
人
の
な
か
に
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
や
エ

ジ
ソ
ン
は
4
時
間
程
度
し
か
寝
な
い
シ
ョ
ー
ト
ス

リ
ー
パ
ー
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の一方
、
現
在
大
リ
ー
グ
で
活
躍
し
て
い
る
、

ド
ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
選
手
は
平
均
10
時
間
く
ら

い
、
も
し
く
は
も
う
ち
ょっ
と
寝
て
い
る
そ
う
で

す
。
み
な
さ
ん
大
体
何
時
間
く
ら
い
寝
ま
す
で

し
ょ
う
か
？

理
想
的
な
睡
眠
時
間
と
い
う
の
は
6
時
間
以

上
、
大
体
7
時
間
く
ら
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

夜
の
11
時
に
寝
て
朝
6
時
に
起
き
る
と
大
体
7

時
間
寝
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
7
時
間
を

境
に
睡
眠
時
間
が
短
く
な
る
と
死
亡
リ
ス
ク
が

上
が
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
言
い
方
を
変
え

る
と
7
時
間
前
後
の
睡
眠
は
一
番
死
亡
リ
ス
ク

が
少
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
睡
眠
時
間
が
長

く
て
も
短
く
て
も
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
脳
卒

中
、
心
臓
の
病
気
が
増
え
て
し
ま
う
、
ま
た
肥

満
も
増
え
て
し
ま
う
と
い
う
研
究
結
果
も
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
結
果
は
若
年
・
中
年

の
方
に
割
と
限
定
し
て
い
て
、
65
歳
以
上
に
な

る
と
、
睡
眠
時
間
の
長
短
は
あ
ま
り
影
響
し
な

第25回
歩いて学ぶ

糖尿病ウォークラリー
in東京（豊洲ふ頭内公園）

2024 年 10月27日

青空教室

東京慈恵会医科大学附属病院

淺野　裕 先生
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い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
で
は
何
が
高
齢
者

の
睡
眠
に
重
要
か
と
い
う
と
「
床
上
（
し
ょ
う

じ
ょ
う
）
時
間
」、
つ
ま
り
、
ベッ
ド
や
布
団
に

入
っ
て
い
る
時
間
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
が
8
時

間
を
超
え
る
と
良
く
な
い
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
3
年
前
に
行
わ
れ
た
総
務
省
の
調
査
に
よ

り
ま
す
と
、
日
本
人
の
平
均
睡
眠
時
間
は
7
時

間
54
分
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
聞
く
と

結
構
長
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
、
6
年
前
に
行
わ
れ
た
「
日
本
国
民
の
健
康

栄
養
調
査
」
の
結
果
で
は
1
日
の
平
均
睡
眠
時

間
6
時
間
未
満
が
男
女
と
も
4
割
弱
で
し
た
。

ま
た
O
E
C
D
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
の

調
査
報
告
で
は
、
日
本
人
の
平
均
睡
眠
時
間
は

加
盟
国
33
ヵ
国
の
中
で一
番
短
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
日
本
人
の
5
人
に
１
人
、
約
20
％

が
睡
眠
の
異
常
や
障
害
を
自
覚
し
て
い
る
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

睡
眠「
時
間
」と
は
別
に
、睡
眠
の「
休
養
感
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
睡
眠
で
し
っ

か
り
休
め
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
。
簡
単
に
言

い
換
え
ま
す
と
、
朝
す
っ
き
り
起
き
ら
れ
た
か

ど
う
か
の
感
覚
で
す
。

こ
の
睡
眠
休
養
感
が
得
ら
れ
な
い
と
ど
う
な

る
か
。
実
は
健
康
の
悪
化
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
増
悪
に
繋
が
って
る
こ
と
が
わ
か
って

い
ま
す
。
睡
眠
休
養
感
を
保
つ
た
め
に
必
要
な

こ
と
は
、
睡
眠
不
足
を
解
消
す
る
こ
と
、
仕
事

な
ど
日
中
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
こ
と
、
寝
る

直
前
の
ご
飯
や
夜
食
、
朝
食
を
抜
く
な
ど
の
食

習
慣
の
乱
れ
を
な
く
す
こ
と
、
歩
く
ス
ピ
ー
ド

が
極
端
に
遅
い
と
いっ
た
運
動
習
慣
の
不
良
な
ど

も
よ
く
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

生
活
習
慣
の
改
善
が
睡
眠
の
質
も
よ
く
す
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
申
し
上
げ
て
き
た
睡
眠
障
害
は
、
糖

尿
病
の
ひ
と
つ
の
合
併
症
と
い
え
る
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
一
般
人
口
と
比
べ
て
糖
尿
病
を
有
し
て

い
る
患
者
さ
ん
で
、
睡
眠
障
害
も
有
し
て
い
る

方
の
数
は
2
倍
程
度
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

睡
眠
障
害
を
合
併
す
る
と
Q
O
L
が
低
下
し

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
理
由
で
２
型
糖
尿
病
の
患

者
さ
ん
が
睡
眠
障
害
を
起
こ
し
て
い
る
か
を
考

え
て
み
ま
す
と
、
高
齢
の
糖
尿
病
患
者
さ
ん
に

多
く
み
ら
れ
る
夜
間
の
頻
尿
、
高
血
糖
に
伴
う

口
渇
な
ど
、
低
血
糖
へ
の
不
安
、
末
梢
神
経
障

害
の
陽
性
症
状
、
つ
ま
り
足
が
ム
ズ
ム
ズ
し
た
り

痒
か
っ
た
り
ビ
リ
ビ
リ
す
る
不
快
感
で
寝
ら
れ
な

い
と
い
う
訴
え
が
あ
り
ま
す
。

睡
眠
時
間
が
短
く
て
も
長
く
て
も
、
血
糖
管

理
の
指
標
で
あ
る
H
b
A
1
c
が
悪
く
な
る
と

い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
血
糖
管
理
だ

け
で
な
く
睡
眠
時
間
に
問
題
が
あ
る
と
新
し
く

糖
尿
病
を
発
症
さ
れ
る
方
も
増
え
る
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
を
疑
わ
れ
て
い
る
段
階

で
睡
眠
時
間
を
し
っ
か
り
確
保
す
る
こ
と
が
大

事
で
す
。

高
血
糖
と
糖
尿
病
、
そ
し
て
睡
眠
障
害
は
双

方
向
性
の
関
係
、
つ
ま
り
ど
ち
ら
か
が
悪
く
な

れ
ば
ま
た
一方
も
悪
く
な
る
関
係
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
よ
い
睡
眠
を
と
る
こ
と
は
身
体
の
健
康

を
維
持
す
る
だ
け
で
な
く
糖
尿
病
管
理
に
も
繋

が
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
夜
は
昨

夜
よ
り
よ
く
寝
ら
れ
た
と
い
え
る
よ
う
に
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
ま
し
ょ
う
。
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帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
は
２
種

類
あ
り
迷
っ
て
い
ま
す
。

�

そ
も
そ
も
ど
ん
な
病
気
か
教
え
て
下
さ

い
。

	

帯
状
疱
疹
は
、
過
去
に
水
痘
（
水

ぼ
う
そ
う
）
に
か
か
っ
た
時
、
体

中
に
潜
ん
だ
水
痘
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
が

再
活
性
化
し
ま
す
。
そ
し
て
普
通
は
体
の

左
右
ど
ち
ら
か
帯
状
に
、
時
に
痛
み
を
伴

う
水
疱
（
水
ぶ
く
れ
）
が
出
現
す
る
病
気
で

す
。
合
併
症
の
一
つ
に
皮
膚
の
症
状
が
治
っ

た
後
に
も
痛
み
が
残
る
「
帯
状
疱
疹
後
神

経
痛
」
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
帯
状
疱
疹
は
、
70

歳
代
で
発
症
す
る
方
が
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
は
生
ワ
ク
チ

ン
（
阪
大
微
研
：
乾
燥
弱
毒
生
水
痘
ワ
ク

チ
ン
「
ビ
ケ
ン
」
）
、
組
換
え
ワ
ク
チ
ン

（
G
S
K
社
：
シ
ン
グ
リ
ッ
ク
ス
）
の
２
種

類
が
あ
り
、
予
防
効
果
・
値
段
な
ど
に
差
が

あ
り
ま
す
。
接
種
方
法
は
、
生
ワ
ク
チ
ン
１

回
皮
下
接
種
、
組
換
え
ワ
ク
チ
ン
通
常
２

か
月
余
り
の
間
隔
を
置
い
て
２
回
筋
肉
内

Q1A1

編
集
委
員

編
集
委
員
長�

（
医
師
）　
加
藤
光
敏

編
集
委
員�

（
医
師
）　
伊
藤
裕
之

編
集
委
員�

（
患
者
）　
早
坂
忠
久

�

編
集
後
記 �

　
む
か
し
私
は
小
学
校
か
ら
高
校
ま

で
、「
国
際
連
合
が
あ
る
か
ら
世
界
平

和
は
永
続
す
る
」
と
信
じ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
常
任
理
事
国
の
ロ

シ
ア
が
隣
国
に
侵
略
を
始
め
、
世
界

は
さ
ら
も
不
安
定
に
な
り
、
人
々
の

交
感
神
経
か
ら
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
出

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ド
レ
ナ

リ
ン
は
血
糖
や
血
圧
を
上
昇
さ
せ
ま

す
！
激
高
し
た
あ
と
血
糖
値
、
血
圧

が
急
上
昇
す
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。

物
価
、
種
々
の
災
害
な
ど
不
安
定
な

国
内
の
現
実
か
ら
も
目
を
そ
ら
せ
な

い
も
の
の
、「
平
静
な
心
」
を
保
ち
な

が
ら
血
糖
を
安
定
さ
せ
て
元
気
に
生

活
し
た
い
も
の
で
す
。

�

（
編
集
長
・
加
藤
光
敏
）

がん感染症センター都立駒込病院

医長  関谷綾子

に
接
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
接
種
後

1
年
時
点
の
効
果
は
生
ワ
ク
チ
ン
で
は
６

割
程
度
、
組
換
え
ワ
ク
チ
ン
で
は
９
割
以
上

の
予
防
効
果
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
生

ワ
ク
チ
ン
は
病
気
や
治
療
に
よ
っ
て
、
免
疫

が
低
下
し
て
い
る
方
は
接
種
出
来
ま
せ
ん
。

な
お
、
令
和
7
年
4
月
か
ら
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
は
定
期
接
種
に
な
り
ま
す
。
対
象

者
は
、
①
年
度
内
に
65
歳
を
迎
え
る
方
②

60
～
64
歳
で
免
疫
の
機
能
の
重
い
障
害
が

あ
る
方
。
③
５
年
間
の
経
過
措
置
と
し
て
、

そ
の
年
度
内
に
70
、
75
、
80
、
85
、
90
、

95
、
100
歳
（
※
）
と
な
る
方
も
対
象
と
な
り

ま
す
。
接
種
を
受
け
ら
れ
る
所
や
費
用
は
、

広
報
や
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

	

高
齢
者
に
仲
間
入
り
を
し
た
糖

尿
病
患
者
で
す
。

�

今
後
う
け
た
方
が
良
い
予
防
接
種
を
教

え
て
下
さ
い
。�

	

お
勧
め
す
る
の
は
以
下
の
も
の
で

す
。

①�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
：
勧
め
る

理
由
は
リ
ス
ク
因
子
を
持
つ
方
は
肺
炎

な
ど
合
併
症
を
起
こ
し
や
す
い
か
ら
で

す
。
リ
ス
ク
と
は
（
1
）
65
歳
以
上
、

（
2
）
慢
性
呼
吸
器
疾
患
（
喘
息
や
、

肺
気
腫
な
ど
）
、
（
3
）
心
血
管
疾
患
、

（
4
）
糖
尿
病
、
慢
性
腎
臓
病
、
肝
臓
、

血
液
疾
患
な
ど
で
す
。

②�

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
：
肺
炎
球
菌
ワ
ク

Q2A2

チ
ン
で
高
齢
者
の
定
期
接
種
は
ニ
ュ
ー
モ

バ
ッ
ク
ス
®
で
す
。
昨
年
、
欧
米
で
も
使

用
さ
れ
て
い
る
プ
レ
ベ
ナ
ー
20
®
は
任
意

接
種
で
の
使
用
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
肺
炎
球
菌

両
方
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
死
亡
率
が
下

が
る
事
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

③�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
：
国
の
死
亡
統

計
で
は
５
類
感
染
症
移
行
後
1
年
間

の
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
死
亡
者
は
未
だ

３
万
２
５
７
６
人
も
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

出
現
前
の
60
歳
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

年
間
死
亡
者
１
万
９
０
８
人
よ
り
多
い

状
況
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、

2
0
2
4
年
4
月
か
ら
定
期
接
種
B
類

と
し
て
65
歳
以
上
の
方
と
、
60
～
64
歳

で
心
臓
、
腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能

に
障
害
が
あ
り
、
身
の
回
り
の
生
活
が

極
度
に
制
限
さ
れ
る
方
な
ど
が
対
象
と

な
り
ま
し
た
。

④�

R
S
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
：
R
S
ウ
イ
ル

ス
（
R
S
V
）
は
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
で

重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
る
呼
吸
器
感
染

症
の
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
R
S
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
は
現
在
任
意
接
種
で
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
が
、
一
部
自
治
体
で
は
助
成

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
広
報
な
ど
ご
確

認
下
さ
い
。

　

以
上
が
糖
尿
病
患
者
さ
ん
に
特
に
勧
め

ら
れ
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
ぜ
ひ
主
治
医
の
先

生
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！


